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Abst『act

　Our　 previous　study 　revealed 　the　characteristics 　of　evaluations 　 by　the　 hyper−sensitive 　 men 　 and

women ，　 In　 order 　to　 elucidate 　the　 differences　 in　 feeling　 evaluation 　 of　 patterns　 between　 the　hyper −

sensitive 　men 　and 　women ，　pattern　evaluations 　were 　Gompared 　 between 　the　bo †h　groups ．丁he　results

were 　as †o 目QWS ：

）

）
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）3

4）

5）

）6

There　were 　slgnificant　differences　in　the †aGtor 　structures 　between　men 　and 　women ．

The　 women 　had　 a　larger　tendency　to　e＞aluate　the　 patterns　of　flower　 and 　 polka　dots （curve

pattems）to　be　more 　modern 　and 　the　striped 　and 　checked 　patterns （「inear　patterns）to　be　more

sens ［ble　compared 　to　the　men ．

The　respective 　evaluations 　of　the　positive　and 　the　negative 　patterns　for　pdka 　dots　and 　fめ wer

were 　contray 　each 　other 　ln　both　sexes ；The　posit［ve 　and 　the　negat 「ve 　patterns　were 　evaluated

more 　sensible 　by　the　men 　and 　the　women 、　respectively ，

The　women 　sublects 　evaluated 　in　all　of　the　four　patterns　to　be　elegant ，　modem 　and 　sens ［ble．

The　 differences　 in　the　evaluations 　 between　the　 linear　and 　 curve 　patterns　or　the　 positive　 and

negative 　patterns　were 　significantly　iarge口 n　the　women 　than　the　men ，

The　men 　subjects 　tended　to　evaluat θ apattern 　based 　on 　shape 　and 　thewomen 　subjects 　on　cOlor ．

要　旨

　既報にお い て，女 1生高感度群，男性高感度群それぞれの特徴的結果を得た 。 今回 は男女高感度群による図柄に対

する感情評価の相違点はどのような点で あるかを究明した い と考え比較 ・検討した とこ ろ 次の ような結果を得た 。

　 1）明 らかに 因子 構造 に違いが み られた 。

　 2）女性は男性よ り花柄 ・水玉柄 （曲線柄）を モ ダン，縞 ・格子 柄 啅線柄）をセ ン ス があると評価して い た 。

　 3）水玉柄 ・花柄の ポジ ・ネガ に対する評価が逆で 女性はネガを男性はポジをセ ン スがある と評価して い た 。

　 4）女性は男性よつ 4図柄ともエ レガン トでモダンでセ ン スがある と評価して い た 。

　 5）女性は男性 よ り直線 ・曲線柄問，ポジ ・
ネ ガ 問の 評価の 差 が 大 で あ っ た 。

　 6）女性は色で，男性は形で評価する傾向が強か っ た 。
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　τ。はじめ に

　情緒的評価項目には評価に個人差が多くt その個人

差は感性 による こ と ろが大きく，反対に 理性や知性で

は測 りしれな い 不明確な部分 と考えられ て いる 。 こ の

感性の 高い人は新しい もの や流行へ の 興味 ・関心が強

く，ま た，そ れら を取り入れる こ とも積極的で あ る と

い われ て い る
D

。

一
方被服は直感や感情に 訴 え て美的

感情を誘起するもの で あり，色 ・図柄 ・
ス タイ ル ・布

の テ ク ス チ ュ ア などが互 いに共存 して 感情効果 に影響

を与え て い る 。 図柄に 対 して 主 に機能的評価項 目を用

いた縞柄
Eレ 5｝

や水玉柄
s）−9）’

と イメ
ージの関わ りに つ い

て の 報告はあるが惜緒的評価項 圉を用 いた報告はな い 。

前報
旧川 ）

で 筆者 ら は 女性と男 性 における 感性型人悶の

基本的図柄に対する 感情評価の特異性を報告したが ，

今回は男女の相違点を究明 し た い と考え 両者の 比較 ・

検討を行 っ た結果 ， 若『
二

の知見を得 た ので報告する 。

2．方法

2，1。図柄試料　　前報
凵）m

と同じで あ る 。

2，2。実験方法　　前報
10罵 と 同 じ で あ る 。

2．3．被験者の抽出およびデ
ー

タ処理法

　　 前IRID）ll）と同じで ある 。

　3，実験結果および考察

　3．1．一一対比較法

　男女萵感度群の項目別各図柄の尺度値
iCMT ）

から評価

の違いをみる と 次の とお りである 。

　男女闘の 評価 に特 に差があ っ たのは花柄ネガ と，縞

柄ポジ で あ っ た。花柄ネガにおける く快適〉〈近代的〉

〈親しみ やすい〉〈好き〉の項目で は女性は上位に男性

は下位に 評価して い た 。

　また，縞柄ポジにおける 〈魅力的〉〈優雅〉〈好き〉

で は女性の 方が上位に，反対 に 〈快適〉 （近代 的〉 で

は男性が上位に評価 して い た 。 さらに，水玉柄ポジの

評価 につ いても多くの項 目で 女性が下位に 男性が上位

に評価 して い た。

　図柄別 に み れば，全体的に男性は女性に比 して縞 ・

格子柄と 水玉
・花柄と い うまとま っ た評価をして い る

と い え た 。 そ れに対し，女性が同様の 見方をして い る

項 目は 〈きれい〉〈個性的〉〈洗練された〉の み で あ っ

た 。 こ れ に つ い て は図柄へ の 関心 の 度舎等も影響 して

い ると推察された 。

　縞柄 に対 して 男女間 の 評価 に 差 が み ら れ，女 性 は

〈上品〉 〈優雅〉で は最上位に 男性は最下位に 評価 して

匚

い た 。

　水玉柄に対して は，〈個性的〉では女性の方が上位，

〈親しみやすい〉〈好き〉で は男性が最上位に評価して

いた 。

　花柄に対 して は ， 女性が上位 に評価 して い る 項目が

多か っ た Q また，〈近代的〉で は 男 女 間で 評価が全 く

反対で，女性は水玉
・花柄を，男性は縞 ・格子柄を近

代的と 評価して い た 。

　っ ぎに ， 直線 ・曲線柄 （ポジ ・ネガ別）の尺度値の

男 女差は以下 の とお りで あ っ た 。

　女性は曲線柄ネガを最上位に 評価して い る項目が多

か っ たの に対 し，男性 は 〈魅力的〉〈優雅〉のみ であ

っ た。ポジ
・
ネガ， 直線 ・曲線柄 で の 評価 にお い て 男

女が同膜位で あ っ た の は 〈きれ い〉〈魅力的〉〈洗練さ

れた〉で あっ た 。 ま た，ポジ ・ネガすなわち色で評価

し て い る の は女性 に 多 く ＜快適〉〈近 代的〉〈上品〉

（優雅〉 の 項 目 で ， 男性は 〈個性 的〉〈快適〉〈親 し み

やす い 〉 の 項 目で あ っ た。

　また，直線 ・曲線柄すなわち形 で 評価 して い る の は

男 性に多く ＜近 代的〉〈上品〉〈優雅〉の 項 目で ，女性

は 〈個性的〉〈親しみやす い〉の項 目であ り， それ ぞ

れ の 評価は男女間 で 全 く逆 で あ っ た 。 男女 ともポ ジ ・

ネガ （色）で 評価 して い た 〈快適〉で は 評価が逆 で ，

男性はポジが上位，女性はネガが上位であ っ た 。 なお，

評価のバラツキは男性の方が大 で あ っ た。

　男女問 の 評価 に差があるか どうか ス ピア マ ン の川貞位

相関係数
…［
’
〉
を求め，そ の検定

13）
を行 っ たのが表 1で あ

る 。 全 て の 項 目で 男女間の 評価に 差が認め ら れた 。

　女性高，低感度群間，男性高，低感度群悶でも共通

した評価が み られ て い た 〈ぎれ い〉は相関係数0．刀 で

唯
一

評価に共通性が み られた項目 で あ っ た 。 〈きれ い〉

の 項目は老若性別をこ えたイメージで あると推察さ れ

た 。

　以上によ り，　男性 1ま直糸泉・曲線ヰ丙　（升彡）　で，女性は

表 1　 順位相関係数
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ポ ジ ・ネガ （色）で 評価する傾向が強か っ た 。 色型人

間は感性派で若い 女性に多い
ld〕

と纛われて い るが，今

回の結果も同調 して い た 。 また ， 川貞位相関係数 にお い

て 相関の低か っ た （上勗〉 〈優 雅〉というイメ
ー

ジに

対して図柄で評価する場合，男 女 間で 判断が異 っ て い

た 。 こ の 点にっ い て は，男 女 それぞれにおける順位相

関係数も低く
ID）11）

， 評価のバラツキもあ っ た こ とから ，

個人差も関与 して い ると推察され た 。

衰 E　 因子 分析結果 （男女全体）

閃
評　

｛ 　 　 因　　子　　　　 ．一．． 負　　荷「L一山 ．量 、… 一一一 共 通 性
子

疋 項　 目 ．一
正 n 皿

上 品 0967 一
〇．152 0．119 0，972

好 き 0 臼7D 0，270 o、lo2 0．B41
1

親 し み や す い 0．862 o．321 ．・D，199 O．肥 6

優 雅 O．707L
「−1L齣ゴ「

o．393 D．4D8 0．922

近 代 的

「．．．．尸11「・r「

D．032 D．909 0．315 0．927

個 性 的 0．269 0．845 0．186 0，821
工［ き れ い o．463 0．811 ．0．264 0，94ユ

魅 力 的 0．627i °・726 一〇．H6 0．934

快 適 一〇．IO3 0．692 0．554 o，796

皿 洗 練 さ れ た O．11Z 0．ll3 O．977 o．980
　一一一

固　　有 値 5．406 2．工57 ⊥．357

因 子 別 54．1 2L6 13．6
寄 与 率 〔％ ）

累　 積 54．1 75，6 89．2

　3．2．因子分析

　一対比較法で求めた男女高感度群の得点を素点 とし

て 項 目別各図柄 の相関係数を求め図柄の イメージに関

する主 因子を見出ずため因子分析を行 っ た 。 全 データ

で の因子分析の結果表 2のような B因子が抽出された。

　第 1因子は 〈上品〉〈好き〉〈親しみ やす い 〉〈優雅〉

で表ざれ，これを
”
エ レガントの因子

”

と命名 した 。

第 II因子 は 〈近代的〉〈個性的〉〈きれ い〉〈魅力的〉

　　　　　　　　　　　 〈快適〉，第 III因子は 〈洗練

　　　　　　　　　　　 された〉で 表ざれ ， こ れ ら

　　　　　　　　　　　 をそ れ ぞ れ
“
モ ダ ン の 因

　　　　　　　　　　　 子
” “

セ ン ス の 因子
”

と命

　　　　　　　　　　　 名した 。 これらの因子の寄

　　　　　　　　　　　 与率 ， 累積寄与率は表 の と

　　　　　　　　　　　 お りで図柄の イメ
ー

ジをほ

　　　　　　　　　　　 ぼ こ れ ら で説明しう る と考

　　　　　　　　　　　 え られる 。 っ ぎに 男女高感

　　　　　　　　　　　 度群別 にみ れば ， 両群の 因

　　　　　　　　　　　 子構造に 明 らか に違 い が認

　　　　　　　　　　　 め られた 。 男性にお い て，

　　　　　　　　　　　 第 1 因 子 に 属 し て お り，

　　　　　　　　　　　 （きれ い〉〈魅力的〉のイメ

　　　　　　　　　　　
ー

ジと関連の深か っ た く優

第 H因子

（モ ダ ン）

第 皿 圀≠

〔セ ン ス ）

9 　卜品

一1−一

　　 I

　 　 l
　 　 ldi 近 代的

　 　 　 　 o　 e ぎれ い

　 　 1
快 瓲   　　 個 性的 　 　 o 魅力 的

やみ　
　

き゚

親

好

　
◎

9

 雅

　　 1讐 練された

や ぼな   　0

　　　1
品

穀 L み に く い ＠

　 1
玉 品  

e 嫩 い

快適 ●

　 騨 麸力が な い

08 た な い

●
◎

　

み

　

し   慶雅 で な い

10
　．先績 さ 了した

麩ノ丿が Js い  　　
一Fk’的　　　  不快

　 　 きたな い
o 　  

　 　 　 　 　 古典 s
−1

彊雅 で rsい e 　 
一
般的

古典的  

e 直忙 的

個
’
圭的 e

●
‘
愛雅

o

やほ な e
　 　

−1

e 干快

妊 き 傍
e ＝占右

．一．一一一 1
　 ● 魅 刀的

　 　 　 ● 親eみ vす い

O きれ い

　 第 1 因 子
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イメ
ー．．ジ i （第 1 凶子軸 × 第 ff因子 軸） 　 　 　 　 　 　 イ メ

ー
ジ 2 （第 1 囚 子 軸 × 第 酊 因 子 軸）

図 1　 各 尺度 の 布 置
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雅〉は第 III因子に属 し ， 独立 して い た 。

　第 1［因子 に属 し 〈上 品〉と関連 の 強か っ た 〈近 代

的〉〈洗練され た〉は女性で は第 1因子 に属 して 〈き

れ い〉〈個性的〉と 関連が深 か っ た 。 な か で も 女 性 に

お い て負荷の高か っ た 〈個性 的〉〈上 品〉は男性 にお

い て はマ イナ ス の 負荷で ， 反対に 男性に お い て負荷の

高か っ た 〈快適〉は 女 性で は マ イ ナ ス の負荷で あ っ た
。

　女性の第 II因子 に属 して いた 〈快適 〉〈親 しみ やす

い 〉〈好 き〉が男性で は第旧因子 に属して い た 。

　さらに，表 2よ り抽出した 3因子を直交させ た空問

が男女高感度群における 8図柄のイメ
ー

ジの空闘で あ

る （図 1）。 男女高感度群とイメ
ー

ジ の 関連を み る た

め，各図柄 （ポジ ・ネガ別）の 因子得点および そ の 平

均値を求め，こ れをイメ
ージ空間上に布置 したのが図

2， 3で ある。

　図 2の イメ
ー

ジ 1によれば，男女 とも花柄を エ レガ

ン ト，水玉柄をエ レガン トでな い と評価 して い た 。 縞

柄に対 して 女性はモ ダン で はな い が ，
エ レガン トだと

評価 し， 男性はモ ダ ン で もエ レガ ン トで もな い と評価

し て い た 。

　格子柄 に対 して女性は エ レガン トだと評価 し， 男性

はエ レガ ン トで も モ ダ ン で もな い と評価して い た 。

　水玉 柄に対して 女性は エ レ ガ ン トで な いがモ ダン で

あると評価し，男性はエ レガン トでもモダンでもな い

と評価 して い た 。

　花柄に対して 女性はコニレガ ン トで しかも モ ダ ン と評

価し，男性は エ レガン トだがモダン でな い と評価して

い た 。 そ の 評価は男女間ポジ ・ネガ で 逆 で あ っ た 。

　また，女性は男性に比 して ポジ ・ネガ問の 評価の 差

が大き く， 4図柄とも エ レガン トで，モ ダン であると

評価 して い た。女性 は男性に比 して 4図柄ともポジを

X レガ ン トで，ネガを モ ダン で ある と評価して い た 。

　イメ
ー

ジ 2によれ ばセ ンス軸にお い て女性は縞 ・格

子柄が上位 ， 水玉 ・花柄 を下位 に評価 し て い た。水

玉 ・花柄 （曲線柄）の ポジ ・ネガに対する評価が男女

問 で 逆 で あっ た 。 女性は 男性に 比 し て 4図柄と も エ レ

ガン トで セン ス があると評価 しrrいた 。

　また ， 4図柄ともポジ ・ネガ間の 評価の 差 は女性の

方が大 で あ っ た 。

　つ ぎ に，図 3の イメ
ー

ジ 1によれ ば男性の 曲線柄を

のぞき，男女と も ネガ に対し て ポジを モ ダン で はな い

が，エ レガン トだ と評価 して いた。

　女性 は男性に比 して 直線 ・曲線柄 とも エ レガ ン トで

モ ダン で あ る と評価 して い た 。 女性 は男 性に 比 して ポ

ジを エ レガ ン トで ， ネガを モ ダ ン で ある と評価して い

た 。 また，イ メ
ー

ジ 2に よ れ ば，男性の 曲線柄 を のぞ

き，男女ともネガよりポジ をエ レガン トだが セ ン ス が

な い と 評価 して い た 。

　女性は男性に比して 直線 ・曲線柄とも エ レ ガ ン トで

セ ン スがある と評価して いた 。 また ， ポジを エ レガ ン

トで やや セ ン ス があ り ， ネガをセ ン スがありややエ レ

ガ ントで あると評価して い た 。

　女「生は男性に比して直線 ・曲線柄ともポジ
・
ネガ問

の評価の差が大きく， さ らに直線 ・曲線柄間に対す る

評価の差も大 で あ っ た 。 つ ま D ，図柄に対する 好 み が

女性は非常に は っ きりして い る と推察された 。

　 3．3。数量化分析

　男 女高感度群 の 数量化分析結果
旧川

に よ り， 〈優雅〉

〈近代的〉〈上品〉〈個性的〉〈好き〉の項 目において 男

女 間に差 が み られた。 男性にお け る 〈個性的〉はポ

ジ ・ネガ （色）の 影響が強 く，他の 4 項 目は直線 e 曲

線柄 （形）の影響が強く，女性とは逆の結果であ っ た 。

　ま た
， 因子別 に み れば男女 と も第 ［因子 につ い て は

直線 ・曲線柄が，第目咽 子 につ い て はポジ ・ネガが強

く関与して い た 。 第 II因子 につ い ては男女が逆の結果

で ，男性は直線 ・曲線柄が女性はポ ジ ・ネガの 影響が

強か っ た 。 っ まり，男性 は形 で ，女性は色 で 評価する

傾向が強い と推察された 。

　 3．4。分散分析

　男女高感度群の 分散分析結果
旧）1D

に よ り，男性に お

い て 〈個性的〉〈快適〉〈親しみ やす い 〉を除く項目は

直線 ・曲線柄 の影響 が強 く， 女性は大 半の 項 目で ポ

ジ ・ネガ の 影響が強か っ た 。 すなわち，男 性は 形 で 女

性は色で 評価する傾向が認め られた。

　4．要約

　被服は直感や感盾に訴え て美的感情を誘起するもの

で あ D ， 色 ， 図柄な ど が互 い に共存 して 感
’r効果に影

響 を与え て いる と考えられる 。 既報
］om ）

にお い て ，女

性高感度群，男 性高感度群そ れぞれの 特徴的結果を得

た 。 今回 は 男 女高感度群に よ る 図柄 に 対す る 感清評価

の相違点はどの ような点で あるかを究明 した い と考え

比較 ・検討 した と こ ろ次の ような結果を得た。

　 1）明 らか に因子構造 に違 い がみられた。

　 ？）女性は男性よ り花柄 ・水玉柄 （曲線柄）を モ ダ

　　　ン，縞 ・格子 柄 （直線柄）をセ ン ス がある と 評
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　　 価して い た 。

　 B）水玉柄 ・花柄のポジ ・ネガに対する評価が逆で

　　 女性はネガを男性はポジをセ ン ス があると 評価

　　　して い た。

　 4）女性は 男性よ つ 4図柄とも エ レガ ン トで モ ダン

　　　でセ ンス があると評価 して い た 。

　 5）女性は男性より直線 ・曲線柄闘 ， ポジ ・ネガ間

　　 の評価の 差が大 で あ っ た 。

　 6）女性は色で，男性は形で評価する 傾向が強かっ

　　　た
。

　おわ りに，本研究 にさ い し ， 統計処理に関 して 終始

ご協力 い ただきま した宮本雅子および北村敦子姉に深

く 感謝い た しま す 。
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